
 

【参考】放射線の遺伝的影響について 

    

○ 「東日本大震災後の原子力事故による放射線被ばくのレベルと影響に 

関する UNSCEAR2013年報告書の刊行後の進展～国連科学委員会による 

今後の作業計画を指し示す 2017年白書」（抜粋） 

 

    本委員会は、福島第一原発事故による健康リスクは、公衆および作業者

の被ばく線量が有意に低いためにチェルノブイリでの原発事故の場合より

もはるかに低いと予想している。放射線被ばくによる確定的影響は公衆で

は観察されておらず、今後も出現しないと予測されている。妊娠中の被ば

くによる自然流産、その他の流産、周産期死亡、出生児異常または認知機

能障害の増加は予想されていない。また、「事故によって被ばくした人の子

孫における遺伝性疾患の識別可能な増加」が生じるとも予測されていない。

（以下省略） 

 

 

○ 福島原発事故 WHO健康リスク評価専門家会合報告書 

（平成 25年 2月 28日公表） 

 

遺伝性影響については、動物実験では観察されているものの、原爆被爆者

の子どもや放射線治療を受けた患者の子どもに関する調査では確認されて

おらず、動物実験の結果を前提に考えても被ばくした人の子孫における遺伝

性疾患の発生リスクは被ばくした本人の生涯がんリスクよりはるかに小さ

いことを指摘している。 

(「東京電力福島第一原子力発電所事故に伴う住民の健康管理のあり方に

関する専門家会議中間とりまとめ（平成26年12月）」より引用) 
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